
任 地 を 訪 ね て

アムセグナッロ !エ チオピア

■中兼淳一 (本庄市 )

23年度 1次隊 中兼久美子さんの父
「エチオビアはいい国だ。人が優 しい。美男 。

美女が多い。気候が過ごしやすい。物価が安い。

アムハ ラ語 も文法が 日本語 に近 くて親 しみやす

い。」 というのが行ってきての感想。

8月 のお盆を挟んでの 11日 間、真夏の赤道付

近の国なのに、気温は 20度 に行かない。アジス

アベバは標高 2500m付近、厚手のラガーシャツ
の上にゴルフ用のジャンパーと、下はジーンズで

ちょうど良かった。現地でお世話になっている娘

が 「と―ちゃん、 日本の 11月 頃だと思つていい
ぞ。Jと 言っていたが、本当だった。でも、道ば
たの果物屋には、バナナやマンゴーなどのフルー

ツがあふれていて、やつばり南国の風情がある。

不思議な感じ。

娘がお世話になってい

る高校を訪間した。校長

先生以下、職員の皆さん

が笑顔で迎えてくれる。

「久美子は、いい子だ。J

「がんばってる。」 日々

に娘のことを褒めてくれ

る。お世辞を言つてくれ

ているとしても、親の私

たちを安心させてくれよ

うとするその心遣いがう

れしい。職員の皆がそう
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してくれるのだから、エチオビアはいい国だ。娘

と私が (エ チオピアで 10回 は泣くだろう。)と
予想していた我が女房は、この日だけで予想を上

回つた。昼時だったため、事務のおばちゃん達が

「私のインジェラ食べて !」 と、手で日に入れて

くれる。エチオビア式の歓迎らしい。初めてのイ

ンジェラ、酸っばいけどおいしい。それぞれの家

庭で味が違う。全員から歓迎を受けて、女房はま

た涙。「アムセグナッロ lJ覚え立てのアムハラ
語でお礼を言った。

娘の案内で、庶民の市場に行つた。あちこちで

「クミコ IJと 声がかかる。「へえ。たった 1年
で地元になじんだのか。娘もなかなかだなあ。」

と感心する。それ以上に「大いに安心」した。角

の食器店のお母さんに「ブンナ (コーヒー)飲ん
でけ !Jと 言われて、 ごちそうになる。記念写真
を撮ろうとすると、通りがかりの人が ^緒 に映ろ

うとする。それも 3人 もだ。笑顔で記念写真を

撮って画像を見せるとうれしそうに去って行つ

た。エチオピアはいい国だ。
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娘がホームステイした家、いつも親しくしてく

れるおばちゃんの家、同僚の家、誰の家を訪ねて

もみんな優しい。何がつて、みんなが私たちの気

持ちを思ん量ってくれるのだ。心くばりしてくれ

る。日本人と同じように。

ゴンタール、ラリベラ、ズワイ、 どこに行つて
も雄大な自然。かと思いきや、ベンツと 30年以

上前の日本車と山羊とロバが一緒に通る首都の大

通り。どの町にもあふれる子どもたちの姿。ばっ

ちりした目に通った鼻筋、すらっとした足の 8頭

身。

「アンチ、コンジョーネシ !フ ォト、マンサッ

ト、イッチャラル ?」 (あ なた美人だねえ !写真

撮っていい ?)

たつた 9日 間の滞在だったが、女房も私もすっ

かリエチオピアファン。

今だってコーヒーはもちろんシダモ産のモカ。

娘が 「エチオピアに行く。Jと 告げたとき、あん

なに心配していた女房もすっかり安心して帰つて

きた。おそらくおちょこ 1杯以上の感涙をエチオ

ピアに残して。

●家族の声

「不安」から「期待」へ

■河野具樹 (川 国市)

23年度 2次隊 ヨルダン 河野惇史さんの母
「青年海外協力隊に参加しようと思うJと 聞か
されたときには 「エッ !」 という驚きしかありま

せんでした。得意分野のスポーツで、現地の子ど

もたちにスポーツの素晴らしさ、楽しさを伝えた

いと決意は固く、その後は資格を取得する為への

生活に一変しました。TOEICへ の挑戦、アラビ

ア語の習得等、課題をひとつずつクリアする息子

を、私はただ見守り、応援することしかできませ

んでした。

23年 9月 赴任地 ヨルダンヘと出発 しました。

独 り暮 らしは大学時代に経験 しているので心配

はありませんが・ 。とはいえ、それは事があれば

す く
゛
に駆けつけることができる国内、今回は違い

ます。笑顔で送 り出しましたが、気持ちは不安で

押 し潰 されそ うで した。IT機器が不得手な私に

でも手持ちの携帯でメールができるようにとア

ドレスを設定 してくれましたが、第 1報は 「赴任

早々、扁桃腺炎で高熱にうなされ、お尻に注射を

打たれた」と「苦笑いマーク」付きのメールと、

ホームステイしているときに撮った写メールでし

た。両手を広げ空を見上げる息子の姿に少し安心

しました。

成田にて

二人の兄、従姉妹とはツイッター、フエイス

ブック等でやりとりしていて、時おり姪から「元

気で頑張つているみたいJ「悩んでいるようだか

らアドバイスしておいたよJと報告が入ります。

頼もしい応援団に感謝しています。

赴任してそろそろ 1年 というころ、隣国シリア

での紛争のニュース。「こちらは大文夫です。安

心して下さい」と連絡はありましたが、不安感は

消えません。そんなとき 「帰国報告会Jの おしら

せに、ヨルダンから帰国された山森優子さんのお

名前を目にし、参加させていただきました。

映像を見ながら、現地での生活、活動の様子を

伺い、 ご本人ともお話をさせて頂いているうち
に、不安は消え去り、子どもたちに囲まれ頑張つ

ている息子の姿が思い浮かんできました。今秋帰

国予定の息子、諸先輩方のように立派に活動を務

め終え、現地での経験という大きなみやげを持ち

帰ることを期待し、私は待つていようと思ってい

ます。

★家族連絡会

日時 :平成 25(2013)年 3月 3日 (日 )

主催 :」 ICA地球ひろば

共催 :青年海外協力隊埼玉県OB会

埼玉国際青年を育てる会

会場 :大宮ソニックシティ906

今年も、派遣中の JICAボ ランティア (青年海

外協力隊、シエア海外ボランティア、 日系社会青
年ボランティア、 日系社会シエアボランティア)
の留守家族の皆様を対象に、家族連絡会が開催さ

れました。主催者による開会の言葉、来賓の埼玉

県県民生活部矢嶋国際課長の挨拶に続いて、次の

4人の方から報告および説明がありました。

① 「」ICAボ ランティア事業の概要および支援体

制について」―地球ひろば地域連携課長 長谷川



敏久氏― 事業の目的や待遇に加え、緊急時の現
地安全対策情報の収集、心身の健康管理について

の説明がありました。

② 「JICAボ ランティアの帰国後について」―青

年海外協力隊進路相談カウンセラー 小室駿一郎
氏― 教員、公務員対象の特別選考等の就職情
報、そして 「教えることより現地から学んだこ

とが多いJ「母親も変わってくれたことがうれし

かった」など、隊員の声の紹介もありました。

③ 帰国ボランティア活動報告― JV21年度 4次

隊 エチオピア村落開発普及員 小林愛氏― 当
初、要請内容になかった 「草の根友好活動」が

自分を変えてくれたこと。安全な限り、様々な経

験を積むことの大 L/Jさ など、熱く語つて頂きまし

た。

④ 「埼玉国際青年を育てる会Jの事業紹介―埼玉

国際青年を育てる会 大原薫事務局長―会の目的
や壮行会などの支援活動、報告会、出前講座など

の育成活動そして、広報活動についての分かりや

すい説明がありました。

休憩を挟み、ボランティアと参加ご家族の派遣

地域別懇談会が、 2部屋に分かれて行われまし
た。数名ずつの家族の方々の中に OBが説明役と
なって入り、パソコンの映像や写真の提示、そし

て、印昂1物 を配布するなど、分か りやすく丁寧

に、現地の様子を説明していました。やはり、事

件のあったアフリカ派遣の安全へのご家族の関心

は高く、真剣に聞き入っていました。(小島章裕)

★出前講座

平成 24(2012)年 11月 30日 金曜日、川越市

立名細中学校において、出前講座が開かれ、学校

側の要請で 3名 の青年海外協力隊員が派遣され

ました。

そして、3年 生の 3ク ラスに 1名ずつ、40分
の授業を受け持つことになりました。

名細中学校での、青年海外協力隊員の出前講座

は今回で 2回 目になるということで、生徒たち

は青年海外協力隊についての、事前学習を済ませ

ているということでスムースに授業が始まりまし

た。

受験という、大きなハー ドルを前に、未知の

■■|■| |‐1141‐ ‐|■■■

国々の困難な環境の中で、果敢に挑戦する隊員た

ちの姿は、子供たちにとって、大きな刺激とな

り、特別授業となったようでした。

● 3年 1組担当 近藤麻衣子さん (青年海外協
力隊 20年度 4次隊 トンガ ロ本語教師)
パソコンを使って、多くの映像を見ながらの楽

しい授業でした。すべてに、のんびり、ゆっくり

したトンガの人々の生活ぶりに、子供たちは珍し

そうに見入つていました。しかし、近藤さんの、

現地での苦労話にはみんな一緒に心配をしていま

した。

● 3年 2組担当 青木伸江さん (青年海外協力
隊 20年度 4次隊 タンザニア 村落開発)
開始直後、パソコンの具合がよくなかったよう

で、青木さんも、子供たちも少々あわてたようで

したが、 10分後、映像が出てきた途端、みんな

ほつとして一気に教室中が一つになり、授業への

関心が盛り上がったようでした。

青木さんが、子供たちの見知らぬ国 タンザニ
アで、何をしていたのか、みな興味津々・・・。



赴任当初、水がない、電気がない、食事は一日に

1～ 2回、虫除けの蚊帳の中には時々ネズミや ト

カゲが・・ 。などなど、青木さんの生活の手立て

を整えるための話は、子供たちを驚かせるのに十

分だつたようです。

● 3年 3組担当 横田明菜さん (青年海外協力
隊 21年度 3次隊 メキシヨ 環境教育)
横田さんは、子供たちが、青年海外協力隊の事

前学習を済ませている、ということで質問の時間

を多く取りたいと授業を始められました。

仕事は、生ごみの減量化を目的に、ミミズを

使って堆肥を作り、それを販売する仕事・・ 。と

の説明を聞いて、子供たちはびつくり、ミミズが

生ごみを堆肥に変えるなんて聞いたこともなかっ

たようで、現場の映像を真剣に見ていました。映

像を見終えて早速質問に入つたところ、最初の質

問は 。・・・。

協力隊の給料はいくらですか ?

これには横田さんもびっくりしたようですが、

青年海外協力隊の仕組みや、日本と、メキシヨの

国情、風土や風習の違い、生活物価の違いなどを

踏まえて、丁寧に説明していました。それにして

も、とても現実的な質問に私もちょっと驚きまし

た。それだけ彼らには協力隊の仕事が身近に感じ

られたのかもしれません。

今回も出前授業は、どのクラスも素晴らしい成

果を上げたように思いました。

★平成 24(2012)年度壮行会

■ 24年度 3次隊壮行会

2012年 12月 18日 (火 )

さいたま商工会議所会議室 lFホール

穏やかな冬の午後、埼玉国際青年を育てる会

と青年海外協力隊埼玉県 OB会の主催で 24年度
3次隊壮行会が開催されました。今回は、ルワン

ダ、モルディブ、キリバスやケニアなど 10ヶ 国

に 10名 の青年海外協力隊員とコロンビアとウル

グアイに 2名 のシエア隊員、合計 12名 の隊員が

豊富な映像を見ながら、隊員たちの体験談の中

から子供たちはきつと何かを感じ取つたことと思

います。終了後の 3隊員の話の中で、・・ 。もう

少し時間がほしかつた 。・ 。とありました。本当

に素晴らしい出前講座でした。

ところで、今回お伺いした川越市立名細中学校

「なく
゛
わしJ中学校ですが、校名の由来が素晴ら

しいのでご紹介します。今年、開校 66周年とい

うこの学校の名前は、あの有名な万葉集の柿本人

麻呂の歌の一節から取つたのだそうです。

。・・ 。名細しき 稲見の海のおきつ波 千重
に隠りぬ 大跡島根は・・・・
名細しの「名Jと は、高句麗語で

H地
面
‖
のこ

と、「細しいJと は
H美
しい
‖
との意味があるそう

です。当時、このあたりは、稲穂の揺れる豊かな

大地だったようです。それにしても素晴らしい校

名ですね。           (樋 口暁子)

2年間のボランティア活動に参加します。育てる

会の星野和央会長より、隊員への激励の言葉と育

てる会の活動についてあいさつがありました。育

てる会は協力隊の活動を支援する応援団として、

隊員一人ひとりの成長と、人と人の関わりを大切

に支援しています。隊員の皆さんには、夢を描こ

うとしている若い世代に自分の経験と思いを伝

えて欲しい、と述べました。来賓のあいさつとし

て、」ICA地球ひろばの長谷川敏久課長から隊員

たちに、いろいろなことに関心を持って元気で活

動してきて欲しいと激励の言葉があり、埼玉県国

際課の滝澤剛主査、社団法人協力隊を育てる会の

伊藤総一郎事業 1課長からそれぞれあいさつが

ありました。大原薫事務局長の司会で隊員からの

自己紹介があり、村落開発や看護師、教諭などと

して派遣される隊員から各人の抱負と期待が述べ

られました。

この後、隣室の会場で親睦会が行われ、育てる

会常任理事の森末桂一さんの乾杯で和やかに歓談



螂

が始まりました。協力隊 OB会の榎本敬会長ほか
OBの方々から激励の言葉をいただきました。参
加された 3名 の隊員のご家族は、緊張と不安と

ともに隊員の活躍を期待する気持ちを語つておら

れました。

隊員の皆さんのご活躍を期待しております。

(中島美都里)

■ 4次隊壮行会 (兼 22年度隊員帰国歓迎会)
2013年 3月 22日 (金 )

さいたま商工会議所会館 lFホール

春の彼岸も過ぎた、穏やかな金曜日の午後、当

会と協力隊 OB会、シエア海外ボランティアそし
てご家族の方々が、青年海外協力隊 (JV)13
名そしてシエア海外ボランティア (SV)2名 、
計 15名 の 4次隊員そして 22年度の帰国隊員 5

名をお迎えして開催されました。

星野会長より、育てる会の役割や支援内容につ

いての説明と、国際的な視野にたって活動してほ

しいとの話がありました。

来賓のあいさつを紹介すると」ICA地球ひろば

杉山充邦氏は 「活動分野以外に趣味など、人々を

引き付けるもうひとつの特技を持っていくと良

いJと、そしてアメリカから埼玉県国際課に来ら
れたブレイン・ケラー氏は、「間違いを恐れない。

そして地元の人の意見を聞くJ。 (社)協力隊を育
てる会の佐藤奈保子さんもはなむけのお話をされ

ました。

隊員は一人一人が 「現地に何を残したいかJそ
して 「現地から何を持って帰りたいか」を主な

テーマで語っていただき、「広い′さを持ちたいJ

「任国人にな りきりたいJ「笑顔を任地に定着さ

せたいJな ど熱い気持ちを語つていました。
また、22年度に任地へ派遣され、すでに帰国

された方のうち 4名 の JVと 1人の SVが現地の
苦労や喜びを、 これか ら出発される隊員ヘア ドバ
イスされました。

4次隊員の派遣先は、アフリカ 10名、アジア

4名、南米 1名、そして職種は村落開発 4名、教

師 2名、工作機械など色々の分野の精鋭でした。

今回は男性が 12名、女性が 3名 と圧倒的に男性

が多かつたです。参加者は合計 45名 と多く、話

が尽きない壮行会でした。 (高野直明)

★帰国隊員報告会

平成 24(2012)年 11月 17日 (土 )

埼玉会館

埼玉県か ら矢島国際課長をお迎えして、協力隊

2人、シエア 1人 による帰国隊員報告会が行われ

ました。

一番目に、ヨルダンで青少年活動を行つた山森

優子さんが、民族衣装に身を包んで登場しまし

た。表情豊かに「親日国ヨルダン」を紹介したあ

と、現地の幼稚園で実施した青少年活動について

熱く語 りました。おしゃべ りばか りしている先

生。子供たちを棒でたたく先生。勉強ばかりで遊

んであげない先生。一方、子供たちは、マナーを

教えられず、授業中にお菓子を食べたり・・・。

早速、山森さんは、先生方の勤務態度、指導法の

改善を園長先生へ訴えるとともに、遊びに飢えて



いる子供たちに得意の歌声を聞かせ、遊びを教え

たそうです。当初、指導法を理解できなかった先

生方にも、やがてその熱意がつたわり、子供とと

もに行う清掃や歯磨き活動など、目に見えて効果

を上げました。「イーシャアッラー 。人事を尽く

して天命を待つ」と、締めくくりました。

次は、シエア海外ボランティア、青木和一さん

です。太平洋戦争の激戦地ソロモンでの、定年退

職前の技術を生かした、現地にとけ込んだ大活躍

の話でした。

青木さんの任務は、医療機器メンテナンス活動

のはずでしたが、持ち込まれる修理は、大型非常

用発電機から、水道のパッキンに至るまで、ほと

んどが専門外でした。しかし、「何でも対応して

くれるJ青木さんに、信頼は高まります。さらに

説明書をすく
゛
に捨ててしまう人たちには、正しい

使いかたを指導するなど、現地の人々が自立でき

る道をつけることに尽力しました。

自らつくる料理を現地の人々にふるまうなど、

現地の人々とともに生活を楽しんだ青木さんは、

胸を張つて言います。「(人 と人との助け合いを大

切にする)ソ ロモンの人たちは経済的には豊かで

ないが、おなかがすいて死ぬ人はいません。J

最後の報告は、小林愛さんのエチオビアにおけ

る、貯蓄信用組合銀行立て直しの話でした。

銀行の改革を基礎基本から指導するという、も

どかしい思いをしながらの活動でした。彼らが、

自分自身で生きて行くことこそが大切だと思い、

懸命に指導するのですが、いつも、思い通りには

行きません。何のためにこの国を発展させようと

しているのか、わからなくなりました。そんな小

林さんを支えていたエネルギーの源は、行き帰り

のふれあいだったと言います。オロミヤ語を学

び、いつも立ち寄るお店の主人と、笑顔で世間話

ができるようになったころ、「ここでは、貧しく

てもみんな幸せ。笑顔で楽しく暮 らしているの

だ。そして、 自分がいることによって、少しでも
みんなが楽しくなればそれでよい。Jと 、思える

ようになりました。帰国してから、被災地のボラ

ンティアに入ったそうです。さらなる一歩のため

に。胸の熱くなる、皆さんのお話でした。

(小島章裕)

⑤//二
①ルワンダ  ③_
②モロッコ

③ザンビア

④ケニア

⑤ガーナ

■森田光一 (新座市 )

24年度 3次隊 ルワンダ プログラムオフィサー

アライブ 0ル ワンダ
バンコク (タ イ)、 アディス・アベバ (エチオ

ピア)、 カンパラ (ウ ガンダ)を 経由して、よう

やくルワンダ上陸しました。初印象としては暑

い、ということです。出国前の成田近辺は何年振

りかの大雪に見舞われて、交通インフラが麻痺し

ていましたので、あまりの変わ りように当然と

いえば当然ですが戸惑いました。数日間種々の手

続きを行い、現在は 3月 上旬まで現地語キニアル

ワンダ語の習得を目指し、現地家庭にホームステ

イをしながら語学学校に通う日々を過ごしていま

す。事前の情報通り、この国は平地が少なく丘だ

らけです。目の前に広がる丘陵は眺めもよく美し

いのですが、すく
゛
そこに見える地に行 く際も、

上って 。下ってを何度か繰 り返す必要がありま

す。徒歩での移動が困難な事はもちろん、主の交

通手段であるバスでさえ上りは辛そうなエンジン

音を轟かせながらゆっくりと上っています。

食事についてですが、主食はずばリボテ トで

す。レス トランでも家庭の食事でも調理方法は違

えど必ず出ます。ポテ トに加えて、豆やバスタ、

警1菫ξξttξ嚢機轟争∵ずf



野菜、肉がその

周囲を彩ります。

ルワンダではビ

ュッフェスタイ

ルが標準で、 レ

ス トランでは一

皿いくら、 とい

う料金体系で一

皿であればどんなに山盛りでも肉以外は決して文

句を言われることはありません。

まだ日も浅いので確かな事は言えませんが、ル

ワンダの印象としては穏やかな印象があります。

東洋人ということで目立つはずなので執拗に声を

かけられたり、周 L■lを取り囲まれたりしても致し

方ないと思っていましたが、そういつた事はあま

りありません。近い事はありますが、それも慎ま

しさをもちながら、そして怪訪そうにするとすく
゛

に引いてくれます。そのような国民性なので、身

の危険を感じるような事もなく暮らしやすい国で

す。今後は現地語の習得と並行して、より深く現

地の方々とコミュニケーションをとっていきたい

と思っています。

■鈴木かおり (加須市)

23年度 4次隊 ルワンダ 青少年活動
ルワンダと私の活動

10歳 のあなたがもし、ある日突然、一人で生

きていくことになったらどうしますか ?

食べるものも、住むところも、自分でなんとか

しなくてはいけない状況を想像できますか ?

私は今、ルワンダの首都キガリにある、ス ト

リー トチル ドレンの保護施設で青少年活動隊員と

して活動をしています。ここには、路上で保護さ

れてきた 8歳から 15歳 までの男の子たち約 50

名が常時生活しています。ではなぜ、子供たちは

路上にいて、そして保護されてきたのでしょう

か ?

のから逃げてきた子供たちは、市場やバスターミ

ナルなど、人の集まる場所にたどり着き、仲間を

見つけ、小さなグループを作って自分たちで生活

し始めます。物乞いや窃盗、僅かなお金を稼く
゛
仕

事が主な生活手段です。しかし本来は大人から守

られるべき存在の子供たち。空腹や不安から逃れ

るために、安価な薬物に手を出してしまう子がた

くさんいます。そして今度は、薬物を手に入れる

ために物乞いや窃盗をするようになります。その

ようにして犯罪に手を染めるようになった子供た

ちが、警察に捕まったり、施設のスタッフに保護

されたりして、施設へとやってきます。

私はここで日常生活の指導をしながら、空き時

間に、描画や工作 。運動や音楽を教えています。

家庭や路上で厳しい生活を送ってきた子供たち。

大人を信用できず、平気で嘘をつく子。モノを盗

む子。すく
゛
に暴力を振るう子…。そんな子供たち

に、様々な遊びを通して楽しみと喜びを与え、心

のケアをすることが主な活動です。信用していた

子供たちから裏切られたり、思いが伝わらなかっ

たり、悲しいことや辛いこともたくさんあります

が、子供たちの笑顔と「楽しかった !あ りがと

う l!」 という言葉に支えられながら、 日々活動
しています。

ル ワンダの

ス トリー トチ

ル ドレンの多

くは、家庭 の

貧困が原 因で

路上へ と出ま

す。「食べるも

のがない。」「学

校 へ い け な

い。」「薬 物 や

アル コール依

存の親か ら虐

待を受ける。J

そ ういった も



■ 唐川史子 (三郷市)
24年度 3次隊 モロッコ 水泳
La vie de WIaroc

モロッコ隊は、一ヶ月間のアラビア語モロッコ

方言 (Darijya)の 訓練、ホームステイ先での生

活を終えまして、一人暮らしに突入しました。

1月 8日 に赴任して、もう既に一ヶ月経つてし

まったのかと思うと、ものすごく時間の流れるス

ピー ドが早く感じられます。

ここモロッコにいて一ヶ月で実感するのは、モ

ロッコ人は優しく温かい人が多いということで

す。

まずは、ホームステイ先のファミリー。私は、

長いあいだボランティアを受け入れているとい

うお宅で息子、娘がほぼ同世代という4人家族の

中で一ヶ月間ホームステイをしました。こちらで

は、FARAHと いうアラビア語で笑顔、幸せとい
う名前をつけてもらい、家族の一員として、迎え

てもらいました。私が、一度ウェルカムシャワー

ならぬ下痢と嘔吐に苦しんでいた時も、家族みん

なが,心配してくれ、お母さんが良く効くと言つて

作つてくれた非常に渋くて苦いお茶のおかげで、

一日で回復しました。また、お父さんの親戚の結

婚式に三日間あるうちの最終日のパーティーに招

いて下さり、歌い踊りを夜遅くまでみんなで楽し

む姿に、モロッコ人のお祭り好きは日本人と一緒

だと共通点も見つかりました。

次に、語学訓練。授業では、とにかく使って話

す Darijyaを 教わ り、買い物 メイ ンでの会話 を

ひたす ら勉強しました。市場で商売する方達は本

当に優 しく、私たちが Darijyaの勉強で市場 に

来たことを知ると、 これはアラビア語でなんとい

うのかを詳しく教えてくれた り、フランス語では

なく、あえてアラビア語でのつたない会話に付き

合ってくれた り、本当に親切にしていただきまし

た。その結果、 日常の楽しみはピーナッツやかば
ちゃの種、搾 りたてのピンクグレープフルーツ

ジュースを Darijyaを 使って、人と話して買うこ

となど、とてもちっぽけなことですが、私は非常

に大きな幸せを感 じて生活 してお ります。

これか ら、一人

暮 らしが本格的に

スター トし、本業

であるプールでの

指導にも携わって

いきます。冬のモ

ロッコは外の気温

に対 して特に室内

温度が、床がタイ

ル ということもあ

り非常に寒いので、

体調管理をしっかり

して生活していきた

いと思います。

■齋藤紗智恵 (八潮市)

平成 24年度 3次隊 ザンビア 青少年活動
ザンビアに派遣されて 1か月と 1週間が経ちま

した。このような形でザンビア・アフリカの様子

をお伝えできることを嬉しく思います。

ザンビアヘは香港、ヨハネスブルクで 2回乗り

継ぎをして入国しました。

始めの 1か 月は現地訓練として安全管理、文

化、任地訪間、現地語訓練、を受けつつ一緒に派

遣された仲間と隊員連絡所で共同生活を送ってい

ました。その後、任地へと入り、今は配属先にて

活動中です。

ザンビアの人々はとても温和で親切、そしてお

しゃべり好き、というのが今の印象です。その人

柄が反映されているかのように、時間がゆつくり

流れているように感じます。首都ルサカでは生活

に不自由しないほど物がそろっています。

私の配属先はス トリー トチル ドレンだった子ど

もたちが共同生活をしながら、敷地内にある学校

へ通い地域のコミュニティスクール (公のもので

はない、寺子屋のような学校)に通えるように、
サポートをしています。私は現在は教員のサポー

トのようなことをしています。



子どもたちは勉強に対してとても意欲的で、正

解すると本当に嬉 しそ うな表情を見せて くれま

す。教員不足、効率的とは言い難い授業展開等、

課題が少しずつ見えてきています。また、英語が

公用語ではあるものの、ここにいる子どもたちの

半数以上が現地語しか話せません。英語もままな

らない私が現地語しか話さない彼らとどうコミュ

ニケーションを取つていくか、チャレンジしがい

のあることがたくさんあります。

ザンビアに来て、小さなことが幸せに感じま

す。ゆっくり時間の流れる国、ザンビアでの生活

を楽しみたいと思います。

■田島久美子 (伊奈町)

24年度 3次隊 ケニア 村落開発普及員
4次隊のみなさんはちょうど今頃出国でしよう

か。私はケニアに着いて 3か 月が経ち、元気に

やっています。

ここケニアでは、3月 頭の大統領選挙に伴い首

都ナイロビヘの 2週間の退避があり、選挙後も落

選候補からの異議申し立てなどがあってなかなか

落ち着かない日々でしたが、今 日、最高裁によ

る判決が出て、ようやく次期政権が腰を据えてス

ター トしそうです。

こちらでは皆政治に熱心で、あるケニア人は

「日本はもう国が成熟しているだろう。ケニアは

そうじゃない、今、国づくりの真っ最中なんだ。

みんな真剣だよ」と話していました。

埼玉出身FEl期 のT君も、赴任先の小学校で元気
にやっているようです。

私は農業省の地方事務所所属ですが、今のとこ

ろスワヒリ語と英語に苦戦しており、活動らしき

ことはまだまだこれからです 。・・

焦らず、Polepole(ス ヮヒリ語でゆつくりの意

味)でやっていこうと思います。
写真は、私のいるエンブという町の様子です。

結構都会です。

行事などがありましたらお知らせくださいませ。

どうぞよろしくお願いいたします。

■大橋みぎは (ミ ギワ)(さ いたま市)
24年度 1次隊 ガーナ 小学校教諭
ガーナ便 り

私は、昨年の 6月 から約 1年 9か 月間、青年海

外協力隊員としてガーナヘ派遣されています。こ

れになることは中学生からの長い夢でした。

11年前に埼玉県の小学校教員に採用され、子

どもたちと充実した日々を過ごしていましたが、

この度機会をいただき、環境教員制度を利用し

て、ガーナ共和国で働いております。

赴任先は、首都アクラから東へ約 130キ ロ離
れたアカチ郡教育事務所で、主な活動は、理科・

算数を中心とした教育の向上です。

●小学校巡回指導

私の赴任しているアカチ郡には 66校の小学校
が存在します。そこを 1校 1校巡回し、教材を活

用した理科・算数の模擬授業を行つて指導力向上

を目指しています。

日本との学校環境の違いは、大きく次の 3つ を

挙げることができます。

① 設備・教具
コンクリー トでできた教室もあれば、木の柱と

藁で造っただけの教室もあります。教室には蛍光

灯などの明かりはなく、黒板は木の板に色を塗っ

たものを使用しています。教具は、 日本のように
子ども一人一人に行き渡る数どころか、一つもな

いことの方が多いです。教科書は全員に支給され

るはずなのですが、児童・生徒の数を正確に把握

できてないのか数が全く足りず、新年度になって

も新しい教科書は必要十分数は支給されず、学校

保管用の教科書を使い回して、 1冊を複数名で使
用しています。

こう書くと「かわいそうな国Jと捉えられてし
まいそうですが、そうではありません。暑い国

ガーナでは、木の柱と藁の教室は風が通って大変

気持ちがいいです。時々屋外で授業をしますが、

心まで開けて大らかになる感じがします。ただ教



具についてはどうにかな らないものか と思いま

す。 各学校 には児童人数分 の学校運営交付金

(キャピテーション・グランド)が支給されてい

ます (児童一人につき 4.5ガーナセディ=約 200

円。新年度開始時は、学校は児童集めに時間を割

く)。 しかし、校合が十分に整備されていないた

め、その修繕に費用が使われたり、教具自体手に

入るのが難しい状況にあったりして、子どもたち

が操作して思考したり経験したりする場面は本当

に少ないです。

② 教員の態度
これまでに見た教師の姿を全体像としてお話し

するならば、 日本の経済力・技術力を羨ましがる
一方、自分たちで工夫しようとする姿はなかなか

見られないと思います。責任を個人で負う日本と

比べ、本国は神様の成したことと考えたり人のせ

いにしたりする傾向が強いです。遅亥Jする教師も

見られ、朝会の時間にいるのは子どもたちだけと

いうことも度々目にします。しかし、それによっ

てなのか、子どもが自主的に儀式的行事を進行し

たり、上級生が下級生の躾を行ったり勉強を教え

たりする姿が見られます。教師の言葉は絶対で、

子どもは大人を敬い、手伝いを行っている姿が多

く見られます。

③ 保護者の理解と参画
PTA組織はこちらでもあります。活動の主な
内容は、前述のキャビテーション・グランドの用

途についてのようです。授業参観は行われませ

ん。私は巡回指導する時に地域の人、保護者を呼

んで参観して欲しいとお願いしています。授業参

観を行うと、保護者も子どもと同じように集中

し、発言するので、「今は子どもたちに聞いてい

るの」 と言いながらも楽しく授業を行つていま

す。未来を担う子どもたちの教育については、教

師だけでなく全員で関わり良くしていくのだ、と

いう考えが広がるのを願っています。

④ 今後の目標
私の活動は、もうあと 1年 しかありません。

そこで取り組んでいきたいのは、教材紹介と教員

研修そして授業参観の継続です。」ICAの 「現地

業務費」と「世界の笑顔のためのプロジェクト」

を活用し、教育委員会内に教材室を設置し、いつ

でも先生方が来て参考にすることができるように

と考えています。また、」ICAが推進した INSET
と呼ばれる教育研修をさらに意義あるものにす

べく、 日本で培った経験を十分生かし、コーディ
ネー トしていきたいと思っています。

■蔦木繰吾 (深谷市)

24年度 2次隊 ウズベキスタン
PCイ ンス トラクター

ヌクス市 31番学校活動報告
PCイ ンス トラクターとして、ウズベキスタン

共和国カラカルパクスタン自治共和国ヌクス市の

31番学校で活動しています。任期は、2012年

10月 2日 か ら 2014年 の 10月 1日 までです。

第一に任地のカラカルパクスタンについて簡単

に記したいと思います。そのあとに、活動状況と

今後の課題について書きたいと思います。

カラカルパクスタン自治共和国は、ウズベキス

タン共和国の西部に位置しています。カラカルバ

クスタン自治共和国は、ウズベキスタン共和国の

一部ですが、独自の憲法を持っています。カラカ

ルパク人、カザフ人、ウズベク人、ロシア人など

が住んでおり、民族構成は日本と比較すると複雑

です。首都は私の任地のヌクス市です。

任地はヌクス市 31番学校という小中学校で

す。現在は日本語を教える活動が主です。正規の

授業ではなく、サークル活動の中で教えていま

す。月曜日は、4年生から6年生、火曜日は 7年

生、水曜日は 8年生、木曜日は 9年生が対象で

す。時には金曜日にも、月曜から木曜日に事情が

あって出席できなかった生徒に教えることもあり

ます。一回の授業はだいたい、1時間半から 2時

間です。日本語を教えてほしいという要望があっ

たためサークルを立ち上げました。日本語教授法

を体系的に学んだことも、 日本語を教えた経験も
ないため、授業は試行錯誤の連続です。授業の改

善の余地は多々ありますが、そのような授業でも

根気強く生徒が勉強しているのを見ると、できる

限り良い授業にしたいという気持ちが強くなりま

す。

上記の日本語のサークルの質を向上させること

が、今後の課題の 1つ です。 日本語の教師とし

て派遣されている先輩隊員のア ドバイスをもと

に、改善していこうと考えています。
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2つ 目の課題は、配属先のウェブサイ トを立ち

上げることです。できるだけ早く、カラカルパク

語のウェブサイ トを同僚教員と協力して作成した

いと考えています。現在はウズベク語で活動をし

ておりますが、任地の人々の母語は、主にカラカ

ルパク語です。活動と並行して、カラカルパク語

の学習を続けていきたいと思います。カラカルバ

ク語を習得することが、任地の人々の心により近

づくことができる最良の方法だと考えています。

これからも体調に留意して、任地の文化を吸収し

ながら、頑張っていきたいです。

■滝沢浩―郎 (杉戸町)

23年度 4次隊 パプアニューギニア
村落開発普及員

パブアニューギニア

パプアニューギニア (以下 PNG)では、800
の言語が存在すると言われています。その言語の

数だけ民族が、つまり800の 民族がいると言わ

れています。PNGの 人々は自分が属する民族に
誇りを持って生きています。そのため民族間のつ

ながりは非常に強く、ワントク (同 じ言語を使う

人、という意味)システムと呼ばれる独特な相互
扶助の慣習を持っています。天然資源が豊富とは

いえ開発と言う点ではまだまだ成長段階ですが、

こういった人と人とのつながりを大切にする慣習

は、 日本人が見習うべき点も多いと言えます。

そんな PNGと 日本のつなが りは、太平洋戦争
中に戦地になったことで有名です。現在でも多く

の戦跡が残 り、戦争で亡くなった方々の遺骨や遺

品が発見されることも少なくありません。歴史的

な観点か らみても、我々青年海外協力隊が PNG
で活動することにはとても大きな意味があるのだ

と感じています。 こういった歴史があるにも関わ

らず、PNGの 人々は驚くほどに日本人が大好き
です。例えば、私が日本人とわかると、「フ,レ ン

ド !!J「 ブラザー ll」 と笑顔で握手を求めて話

しかけてきてくれま

す。 ここまで 日本人

が大好きな国は、な

かなかないのではな

いでしょうか。私は

村落開発普及員とし

て稲作の普及活動を

していますが、どの

村に行っても日本人

である私を村の人々

は歓 迎 して くれ ま

す。

シンシン (伝統的な踊り)

PNGでは、私の活動の目的の一つである食
糧安全保障の確保以外でも、インフラ整備、教育

水準の向上、医療設備の充実など、まだまだ改善

しなくてはいけないことが山ほどあります。私の

活動を通して、PNGの 人々のためにどれだけの
貢献ができるのか正直わかりません。しかし、 日
本のことを大好きでいてくれる PNGの 人々を一
人でも多く笑顔にできるように日々精一杯活動を

行つています。そして、私自身も活動や生活を通

して PNGの ことを理解することで、 さらに好き
になれれば素敵なことだなと思っています。

活動中 (精米指導)

Iル :、プ

独立記念 日にて



帰 国 し て か ら

■浅見早登子 (秩父市)

21年度 1次隊 シリア 新体操
私はシリアにて 21年度 1次隊として 2009年

6月 から2011年 4月 まで新体操の指導をしてい

ました。

シリアの情勢悪化により予定よりも 2ヶ 月早

くの帰国となりました。と同時に日本では東日本

大震災。新聞で見るよりも、テレビで見るより

も、人に聞くよりもまず、現地へ。という一心で

した。

2011年 4月 から一般社団法人プロジェクト結
のメンバーとして宮城県石巻市を中心に学校サ

ポー ト、子供の支援、託児所の運営をしておりま

す。震災から今年で 2年 目を迎え、現在は地元
の方を雇用し来年は引き継げるよう支援の形を変

えていこうと思っています。

協力隊を経験し一番変わったことは、「国境が

なくなった」ことです。

自分と違う考え方や意見を広い視野で受け入れ

られるようになりました。そして、考えるよりも

まず行動から学びがある事も痛感しました。

2012年 4月 、昔から行きたかったアメリカヘ

3ヶ 月間行き、小学校で日本についての紹介をし

たりしました。

途上国で現地の人と一緒に働きながら、思い通

りになんて殆どいかない中、何が現地に本当に必

要かを本気で考える。想いを伝える。といったこ

とが今糧になっているような気がしています。

途上国で過ごした後日本に帰国すると、 日本の
社会に馴染むことに抵抗を感じる人が多いように

感じているしまた、私の周りでも多いような気が

します。

大切なのは日本に帰ってきてから何をしたいか

考えるよりも、任国にいてエネルギーのある間に

何をしたいかをある程度明確にしたほうがその後

経験を活かせるような気がしています。何をした

いか、何ができるのか。を決められるのは自分自

身だと思うので協力隊へ参加したことが目的とな

らないよう、通過点であるということを任期中に

考えられれば良かったと思います。

そして、任期中にはたくさんのネットワークも

作れます。

通過点と考えれば任期中はもっと充実した時間

を過ごせるとも思います。

途上国にいた経験は新鮮なうちに自分の 「売

り」にすべきです l

■安室龍男 (さ いたま市)

パキスタン 2006年・ベ トナム 2008年

SV赴任帰国後の NPO活 動
パキスタン(人事マネジメント 2006年 )、 ベ

トナム (経営企画 2008年 )の SV赴任帰国後、
元赴任時の事務所長の紹介でNPO「 民族フォー
ラム」(以後、MFと 言う)に 入会した。MFは、
埼玉県 。東京都及び (財)埼玉県国際交流協会の

斡旋で、法定廃棄済消防

車・救急車と検診車を無

償譲渡してもらい、在 日

ミャンマー (緬国)大使
館経由で、緬国民の平和

維持活動推進と医療環境

向上の目的で、緬国政府

に無償供与している。

９
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2010年 8月 頃、前記大使館経由でMFが 緬国
民の生活向上貢献者として表彰したい旨の招待状

が届き、同大使館から特別入国ビザ (招聘無償)

をいただき、2010年 10月 末理事長の名代として

技術担当理事とヤンゴンでの表彰式典に臨んだ。

式典会場は、緬国社会福祉省大臣 。次官及び消

防庁長官と消防庁 /保健庁幹部約 50名 と在緬日

本国大使館参事官と日本人会会長それに報道陣も

待機しており、TVは同夕全緬国に放映 。新聞は
翌日掲載され、同夕には大臣主催のデイナーパー

テイも開かれた緬国を上げての表彰式典であっ

た。また、貧困のために公立小学校に通学できな

い子女が学ぶ、寺子屋を視察した様子も新聞に掲

載された。

2011年 の緬国の民政化に伴い、国名も緬国連

邦から緬国連邦共和国に変わり、新任大使から緬

国発展貢献者として「緬国独立 65周年記念式典J
の招待状が届き、今年 1月 9日 東京のホテル・

ニューオータニでの独立記念式典に招待された。

式典には麻生副総裁・勝俣経団連日本緬国経済委

員長・各国大使・内外行政 /経済界関係者と制服
の各国駐在武官 (含 自衛隊)な ど約 400名 が招
待された。席上私から大使に「今年 5月 頃当団体

から緬国に消防車 4台を無償供与したい」旨を申
上げると大使は笑顔で 「貴団体から我国への絶え

間ない支援に国民を代表して感謝しますJと の温
かいお言葉をいただいた。

2004年 ～ 2013年 迄、当団体から緬国に無償

供与した緊急車両は、消防車 13台・救急車 4台

と検診車 2台 (胸部X線装置付と胃部超音波装置
付)の合計 19台 となる。

今後も技術協力・無償資金協力・有償資金協力

などは国策として」ICA等 を通じて実施される
と思う。しかし、緬国国民の日常生活向上などの

細部については、引続きNPOが 開発途上国の発
展に寄与できる事も多いと信じ、 日本と緬国との
架橋になるNPOの 一員として、今後共活動して
いきたいと念願している。

●会員趣味のコーナー●

「陶芸」 配 島 宏 海

20年ほど前に陶芸倶楽部

を立ち上げ会員と共に陶

器づくりを楽しんでおり

ます。窯は電気とガス、

絵画や彫刻と違つて仕上

げは窯任せなので、思い

がけなく良い作品になる

事もあります。写真は染

めた粘土で紋様をつくる

練込技法のものです。

木崎窯陶芸倶楽部

さいたま市浦和区木崎 124 ■L0488866208

●会報「國際青年」に

原稿・写真の提供のお願い

会報「国際青年」を毎年 5月 および 11月

に発行しており、原稿を募集しています。

・ 派遣される方については、派遣先での

活動の様子を原稿と写真でお寄せくだ

さい。「現地レポー ト」として、掲載さ

せていただきます。

原稿の字数は、タイ トルを含め最大で

800～ 400字、写真は 2枚程度でお

願いいたします。

なお、一言コメントでも結構です。

留守家族の方も、家族の思いなどを

メールや FAXで寄せください。
会員のみなさんも、「読者の声」や近況

そしてご意見をメールや FAXでお寄
せ下さい。

会報は、海外の派遣先でも読んでいた

だけるようホームページにのせさせて

いただきます。
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■新会員のご紹介 (35号発行以降入会の方)

殿 岡   紀 (さ いたま市)
本 田 展 治 (さ いたま市)
近 藤 清 次 (さ いたま市)
小松原   豊 (さ いたま市)
齋 藤   勉 (八潮市)
川 上 律 子 (行田市)
小 沼   博 (さ いたま市)
端 野 喜 光 (さ いたま市)
小 野 美恵子 (蓮田市)

《お知らせ》

1 帰国隊員の特例採用 (35号以降)
埼玉県職員 4人、埼玉県教員 2人 (小学 1、

中学 1)、 さいたま市教員 1人 (中学 1)が合格

しました。

2 ホームページの再構築について
ホームベージを再構築させていただきました。

新年度から下記アドレスとなります。

http://、vwヽv.sodaterukai saitama jicaocom

親しみやすい内容を目指し、少しずつ充実させ

たいと思いますのでご覧ください。

3 事務局の移転
当会の事務局は、事務局長宅に置いています

が、 5月 25日 の総会後に移転します。
丁 330-0063

さいたま市浦和区高砂 4-11-r井 上 泰一
TEL 048-862-1234  FAX 048-862-1235

メ‐一ル inotai0430+skssk@gmail.com

4 」ICAボランティア帰国報告会
今年度 2回 目の報告会 (1回 目は 5月 25日

の総会終了後)が、 11月 23日 (土)の午後、
埼玉会館で開催されることが決まりました。詳

細は後日皆様にお知らせします。

5 」CA地球ひろばの一部移転
昨年の9月 に市ヶ谷へ移転した「地球ひろば」

の内、壮行会や家族連絡会に係る業務が、 4月
1日 から青年海外協力隊事務局のある、千代田

区二番町に移転しました。

新住所 ;〒 1028012千代田区二番町 5-25
二番町センタービル

参加促進・進路支援課

TEL 03-5226-9804

■「國際青年」の文字は、発足当初から会報のロ

ゴマークとして親しまれていますが、元当会理事

の筆によるものです。

中国後漢 (西暦 25～ 220年 日本は弥生時代)

時代の隷書体とのことです。当時中国は都を長安

とし、西ではローマ帝国が栄え、シルクロー ドを

通して東西の人々の交流が全盛をきわめた時代で

した。このロゴマークは 「埼玉国際青年を育てる

会」にふさわしいものですので、今後とも大切に

利用させていただきたいものです。 (高野直明)

入会のご案内

当会では、随時会員を募集しております。

ぜひお友達を紹介してください。申込書な

どは事務局までお気楽にお問合せください

【年会費】

①個人会員 ;一日 3,000円

②団体会員 ;一日 10,000円

③法人会員 ;一日 30,000円

④ご寄 付 ;大歓迎

■編集後記

4月 に入り、寒さも和らぎながらも、矩撻のな

かで原稿を整理しながら、「多くの方々がこの会

報のために原稿を送ってくださった気持ちを、ど

のようにしたら正確に伝えられるか」を、自問し

ています。そして、読者が簡便に読み易く、読ん

でみたいと思うには、多くのみなさんの声に耳を

傾けていかなければならないと思います。今号は

現地レポー トをたくさんお送りいただき、任地の

事情が理解でき、隊員の頑張っている姿が目に浮

かびます。隊員にエールを送るつもりで 「読者の

声」として投稿いだければ隊員のはげみになるで

しょう。 (高野直明)

|

。発 行 :埼玉国際青年を育てる会
・編 集 :広報委員会
・事務局 :さ いたま市浦和区高砂 41117

(井上事務局長宅 )

TEL 048-862-1234 FAX 048-862-1235

E lllail:inotai0430+skssk@gmail.com
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